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高学歴女性の性役割規範に対する態度
一中年期のアイデンティティ形成に向けて一
山本祥子・本村汎
The Attitude of Women with High Academic Career 
Towards Sex-Role Norms 
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1 .問題意識と目的
日本人の高学歴化，出生率の低下，手均寿命の延び.
石油危機IC端を発する脱工業化などの社会変動は，人々
の生活や価値観lζ大きな変化をもたらしたが， 1970年代
後半から日本交性の生き方にも篠実な変化がみられるよ
うになった。上記のような社会状況のもとで1975年に開
かれた国際婦人年は日本女性lζ大きなインパク トを与え，
従来の生き方を聞い直させる大きなきっかけとなった。
家事の省力化.母親役割l終了後の余生が長くなった乙
となどから余暇を多く持つ乙とになった主婦達は，家'IJ
i'.f児以外の生き甲斐を様索しはじめたが， このよ うな家
庭の中，あるいは個人の内部からの要因IC，産業精進の
変化が第二次，第三次産業における女性の労働力を必要
とし出したという吸引要因が加わって，多くの主婦速が
家庭から外へ山て働くようになった。有配偶t:性の、ド数
以上が雇用者として就労している今日の現実は.従来の
「労は外，女は内Jという二分法的性別役割分業構造の
実質的変化を物語っている。
結婚している友性にも就労の機会が聞かれた乙とは，
女性により広い役割l選択の場を与え，達成動機を伸展さ
せる可能性を与える乙とにな った。乙れは1;:性の歴史に
おける画期的な解般として位促づける ζとができるであ
ろう。しかし乙の解放は|白j時IC全ての女性IC，家庭と職
業の二つの領峨の調整という容易には解決し難い課題を
っきつける乙とになった。
火性が現代社会』ζ生きて行く上で「家庭か仕事か」と
いう課題と無縁iζ過すζ とは不可能である。乙の課題は
今や有職無職，既婚未婚，年代を問わず全ての女性を倦
き込んだ普遍的課題となってきた。家庭と職業というこ
つの領域κ関わるディ レンマを，何らかの形で体験する
乙となしに女性が明確な意識をもって生き}jを選択する
乙とはできないわけで，つまり ζのディレンマをどのよ
うに謁墜し統合するか，そのし方が現代交性のアイデン
1 ) ティティの内実 と言。ことができる。
乙の調理整や統合，即ちアイデンティティの形成が女性
速によってうまく行われているかと言えば，むしろ乙れ
に成功している女性はどく一部ICすぎず，現代交性の多
くが「家庭か{上'IJかJのディレンマに苦しみ，家庭と職
業双方の重貨によるストレスに苦しんだり，役割lのズレ
(role d問 repancy)2k悩んだり，アイデンティティの
鉱散 (identitydiffusion)3松態に陥って誌藤lζ苦 し
んでいる。このように女性のアイデンティティ問題は性
役割と密tおとからま っており，男性の場合とは異った特
殊性をもっている。
E. H.エリクソン CEricH. Erikson)のアイ デ
4 ) 
ンティティ理論 に従えば， i'j'年期の&も逝'要な発注~
題はアイデンティティ(正しくは roleidentity)の篠
立であり， 更に乙の課題達成はパーソナリ ティの形成上
最もiTr婆なポイン卜となるものである。 個人のアイデン
ティティは駿業.あるいは使命感を伴う役割と結ひaついた
時κ.一応その形成を完了したと言えるであろう。(一
応としたのは.この時期K形成されたアイ デンティティ
は生涯不変のものとは限らず.微々なクライシスを経て
変更修正を加えられながら より完成されたものに近づ
いて行くべきものと考えられるからである。)
乙の諜題達成の重要性はi'j'・年友子の場合にも例外では
なく，本来ならば友性も結婚するまでに結婚と戦業をめ
ぐる一応のアイ デンティティ形成を完了しておく必要が
ある。何放ならば，ーたび結婚してしまうと配偶者とし
て，あるいは観としての役割l行動に迫われ，自分自身を
倒としてみつめ，発見するという課題は達成しにくくな
、? ?
?
??
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るからである。しかしおおかたの女性においては，強い
結婚願望κ支配されて， ζの重要な抱重課題は槻上げされ
たり ，時には無視されて達成されないまま宵年期から
次の段階への移行が行われてしまう。教育も女性の場合
ILは，駿業と家庭をめぐるアイデンティティの形成に貢献
するよりは，むしろ良い結婚という課題に貢献する比重
の方が大きい。 ζの傾向は職業を目的とした教育を受け
る女性よりも，“教養のために"教育を受ける女性の方
に甚だしいと言えよう。その意味では“教養を身につけ
るためIC"大学へ進学し，“良い結婚"を選んだ女性遠
の中には，後になってアイデンティティ ・クライシスで
苦しむケースも多く含まれているものと考えられる。
乙のように友性の結婚願望や結婚幻想は，均年期にお
けるアイデンティティの形成を姐害する要因の一つであ
り、そして結婚願望や結婚幻想は友性K与えられ続けて
きた性役割Iの帰結と言う乙とができる。と乙ろで結婚そ
のものは女性速をいつまでも幸せな状態に担いておくわ
けではないし.棚上げされていたアイデンティティ問題
はいつまでも放置されたま〉では済まない。妻逮，母i宝
は何かのきっかけに「一体私は何なのだろうか」という
思いにとらわれ，悩み始める。
ー背前までは乙のようなアイデンティティ ・クライシ
ス (identitycrisis)は子育てが完了する中年後期に
なって初めて体験される乙とが多かった。空き巣症候群
(em pty-nest syndrome)とし、う言葉が人々 の口にのほ町っ
たのは1970年代前半の頃である。しかし就労する女性が
地え，雇用の機会均等が公けκ要求され出した頃から，
女性は教育を終える時点で職業という選択肢を呈示され
る乙とになり，従来より早い段階で家庭と仕事を天秤に
かけざるを得なくなってきた。現代女性は青年期におい
て家庭と職業というこつの領域の聞のディレン7を体験
し.との二つの領滋のウエイトづけを個人それぞれのや
り方で配分する乙とによって、生き方を決定しているわ
けである。その時に人生を自分のものとして主体的K選
択決定している者も居るであろうし，相変らず結婚願望
に支配されたり社会通念(外在的規範)lC流されて，主
体性とは無縁の選択をしている者も居るであろう。
と乙ろで女性のアイデンティティは，家庭と職業のウ
エイトづけという視点からみた場合，必ず職業と結びつ
いていなければならない，とは筆者は考えていない。験
業lζ対するウエイ卜づけが結果的にゼロであ勺ても，自
分の白かれている社会的家族的状況とか自己の適性をよ
くみつめた上で，主体的に選択，あるいは再選択した上
で専業主婦の道を歩んでいる女性も数多くみられるから
である。与えられた運命的状況や，選択によって得た状
( 2 )
況を改めて主体的に選択し直すとと，あるいは主体的に
受容する乙ともアイデンティティ形成やアイデンティティ
.クライシスの解決のための重要な方法の一つである。
しかし一般には結婚 ・出産育児の道を選んだものの，
後ICアイデンティティ・クライシスに陥り.その後の生
き方について思い悩むというバターンの方が現代女性の
傾向をより広く代表していると考えてよいであろう。そ
のいわば転換の時期が，今日ではかつてより早くなり，
主に30代に起る乙とが推測される。
乙の中年期のアイデンティティ ・クライシスにおいて
は女性は最も緊張の高い形で家庭と戦業の聞のディレン
マと対決しなければならない。何故ならば家庭内での胃IJ
役期待がまだ十分大きいライフステージにおいて乙の危
機lC姥き込まれるからである。女性が家庭と職業の間の
ディレン?をうまく調整する乙とができず，コミットメ
ントの対象を明確にする乙とができない場合には，アイ
デンティティの拡散状態lζ陥り ，ストレスや不安に苦し
むζとになる。良さ委でありたい.良き母でありたい，
しかし自分も伸ばしたいというディレン7 から銭け出せ
ない状態，内面化された主婦規範と内なる欲求の葛藤，
内面化された伝統的良妻賢母規範と，自己実現を高く評
価する革新的価値の意識内におけるこ極分化などが若手、き
起す誌藤状態は，現代の主婦問題の心理的側面の焦点と
言えるのではないだろうか。
また女性の意識に深く般づいている「女らしさ」の役
割l志向も，女性が潜在的lC持っている能力や個性を開花
させ，それを実現させて行く上で大きな妨げとなる。我
が固においては「パリパリ仕事を乙なす女史タイプJに
は女としてネガティブなイメージが与えられて来た。出
しゃばらない.さり気なく心配りをする，など控え目な
態度を女性の美徳とする伝統的な価値規範と，存分に能
力を発律したいという欲求とは栂容れ難いものである。
意識レベルでは職業を通しての自己実現5ι志向してい
ながらも.伝統的な「女らしさJの役割志向lζ縛られて
葛藤を体験している女性が数多く存在するのではないだ
ろうか。
乙のような現代女性の心理的問題状況の解決へ向けて
一歩前進するためκは，まずその心理社会的メカニズム
を詳らかにし，女性のアイデンティティ形式を阻害して
いる要因を明らかにしなければならない。そ乙で本研究
ではその基礎的知的作業の一環として，現代女性が外在
的な性役割規範!C対してどのような態度をもって対応し
ているかを調査し，分析する乙とを目的とした。
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I.作業仮説
家父長制及びそれと表裏一体をなす二分法的性別役割l
分業縞造を支えてきた規範のうち女性K関するものは.
6 ) 
則論的』ζは. 1)!I:.性役割l規範. . 2 )性モラルの二重
基準. 3)役割l期待としての「女らしさ」が考えられる
が，乙れら三つの規範煩型{ζ対する女性の態度lζ|刻して
次のような命題が成り立つ。
命題 1.三つの規範額JI!llC対する対象者の態度は年代lζ
よって異る。その内容は，年代層が高い程伝統的規範
iζ対する問調度がおく，年代層が下るにつれて伝統的
規範K対する向調度が低くなっている。
命題2.三つの規範矧型』ζ対する対象者の態度は，対象
者の就労状況によって異る。その内容は，就労してい
る女性の伝統的規範に対する同調度は低く.就労して
いない女性の伝統的規範に対する同調度は比較的高い。
命題3.性役割iをめぐる対象者の適応状況(不安，満足
度iζよって測定)と年代との聞には相闘がある。その
内容は，他の世代の対象lζ比ぺて，中年期 (30代から
50代)の対象の不安度は高く ，満足度は低い。
命題4.対象者の適応状況と就労状況の聞には相関があ
る。その内容は，就労していない対象の不安皮は高く
満足度は低い。一方就労している対象の不安度は比較
的低<.満足度は比較的高い。
ID.研究の方法
1.対象
。大学婦人協会神戸支部会員及びその知己。
。大阪市立婦人会館で聞かれた社会学者2名による主
婦問題の講泌会参加者。
研究の対象として上記2集団を選んだ盟由は，前者は
20才台から80才台までの大学及び旧制専問学校卒業者で
表 1 年代別学歴構成
誌ぞ空 巾 十"'" ず10了J 校 各 種 短専門学校
20 代 。 2 。
30 代 。 17 3 
40 代 15 2 
50 代 1 。
60 代 5 。
70代以上 。 。
無記入 。 2 。
言十 3 53 5 
大
4 
5 
6 
4 
。
21 
( 3 ) 
構成された同体であり，高い教育を受けたグループであ
るだけに内なる成長動機と女性によ果せられた役割l規範と
の間に摩僚を体験しているととが予測されるとと，また
後者も主婦問題のテー?に関心を持って参加した人達で
あるから，主焔あるいは女性という立協に関して何らか
の問題意識をもっている女性のグループと考えられる乙
と，から両グループとも調査者が問題としている役割J~
藤の構造を調べる対象として適当と考えたからである。
調査対象の年代別学歴繕成はぷ]の示す通りである。
2.資料収集の手続き
大学婦人協会関係の対象者κ対しては郵送留超法によっ
て，また婦人会館における講演会の参加者に対しては会
場で調査票を配布し，回答を郵送してもらう留置調査法
を用いた。配布数は前者lζ対して360i辺，後者に対して
140通で，;十5∞通である。調行期IMJはU{j和61年6月10
日から 7Jj 20日までである。有効@]答数は335で，回収
率は66.1$ちであった。
3 概念規定と変数の指標化
専業主婦が圧倒的多数を占めていた時代lζくらべて女
性の生き}jがはるかに多機性を憎して来た今日では，伝
統的IC受け縦がれ，そして社会の性別役割分業構造を支
えてきた友性の行動に閲する諸々の規範にも変化が起っ
ているものと考えられる。しかし一方では伝統的規範も
行動や選択を規制している綾子がうかがわれる。
(1) 続念規定
乙乙で規範の一般的定義について簡')Hc説明しておき
7 ) 
たい。規範とは 一つの文化が持っている価値体系が社
会成員の行為を通して発現される発現態，あるいは具象
化された機式と考えられており ，個人のパーソナリティ
に内I節化されて規範意識を形成する。社会規範は通常習
岱(伝統.流行，習俗を含む).習作(モーレス).1法IC
分類されるが.習律的側面が特に他象的原開へと昇撃さ
大学 ・旧制 大学院 無記入 5十専門学校
9 6 。 18 
27 3 。 54 
36 8 68 
54 8 。 80 
57 69 
38 。 。 40 
3 。 6 
224 27 2 335 
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れ，内的義務意識となったものが道徳である。 表2 伝統的女性役割規範の指標
本調査で用いられた三つの額型は，二分法的性別役割l
分業構造を支えてきた規範体系の習慣的側面である伝統
と，習律的側面である道徳.そしてそれらの規範によっ
て形成された役割期待と考える ζとができる。
①伝統的女性役割規範は女性の行動や選択を直接規制l
する乙とによって，二分法的性別役割分業構造を支え
る女性の役割を強化維持してきた規範群である。心理
的には女性の献身性と共に男性に対する社会的，経済
的依存心を形成する働きをしており. 3)の「男らし
さH女らしさJの役者l期待と密緩につながっている。
②性モラルの二重基準については，乙れが家父長制及
び二分法的役目I股割分掛湾造を維持強化する働きを担っ
てきたことは定説となっているが，女性に対しては純
潔，貞節，対異性関係における消極性などを強制し，
性の抑圧を強いてきた。また性における男女聞の不平
等8h.女性のエネルギーを成長動機の伸展よりは友
性的魅力を身につける努力の方に向わせてきたと考え
られる。乙れも「女らしさJの役割志向と密接lζ関わっ
ている。@殺害IJ期待としての「男らしさJi女らしさj
については，近年になって乙れらが男性あるいは女性
の本質的特性ではなく，性別役割分業権造を維持する
ために歴史過程の中で社会的に形成された部分を多く
含んでいる乙とが注目されるようになった。しかし現
状では乙の伝統的な「男ら しさJi女らしさJの文化
的特性としての役割l期待及び役割l志向は，何らかの程
度で全ての人によって深く内而化され，パーソナリティ
の一部を形成している。
(2) 概念、の指標化
乙の調査では性別役割分業規範の上記三つの類型をそ
れぞれ下記の方法によって指緑化した。
1.伝統的女性役割規範の指標
妻役割.母役害1].それら以外の女性役割IC関する規
範26項目をあげ(表2).それぞれK対して対象者が
1 )同調するか. 2)否定するか. 3)そのどちらで
もないか，を表明してもらった。 26項目の決定にあたっ
ては，予め伝統的女性役割l規範と，それぞれに相い対
する対概念とを設定して予備調査を行い，全ての対象
者が伝統的と認めた項目，あるいは全ての対象者が革
新的と認めた項目のみをとり上げた。結果として伝統
的規範20項目，革新的規範6項目の計26項目を選んで
調査票を作成した。
2.性モラルの二重基準の指標
婚前交渉，求愛，婚外交渉，再婚，高齢者の恋愛や
結婚など9つのアイテムについて，男女別々にその許
( 4 ) 
l 女性が短大や大学で教育を受ける重要な目的は、
将来家庭婦人として夫を支え、子供を育てるのに
ふさわしい教養を身につけるためである。
2. 女性が専門教育を受ける重要な目的は、自立でき
るfごけの経済力を身につけることである。
3. 女性があまり高い教育を受けると(例えば大学院
以上など)、 結婚に縁遠くなってしまうのではな
し、かと恩う。
4 女性は、いわゆる適齢期IC結婚した方がよい。
5. 女性の幸、不幸は、専ら良い男性と結婚できるか
どうか(結婚に成功するか否か)によって決まる。
6. デー トの際には、原則として男性が支払いをする
のが望ましい。
7 結婚相手の男性は、少し年長の方が頼り甲斐があ
って良い。
8. 結婚相手を決める溺合、女性の方が男性より収入
が多いのは具合がわるい。
9. 女性が結婚相手を決める場合、相手としての条件
は、地位や収入よりも、女性の就労に理解があり、
協力的である乙との方が重要である。
10. !7:.性があまり高い地位iζつくと、家庭的幸せにと
ってマイナスになるのではないかと思う。
11 家庭生活は、 2基本的には夫が外を、姿が内を受け
持つという分業形態が望ましいと恩う。
12. 家事や家庭運営は、夫と妻が協力し合って共に行
なうべきである。
13. 委は職業を持つとしても、家庭生活に支障をきた
さない範囲にとどめるのが望ましい。
14. 夫を支える委の内助の功は重要であり、委が正規
の駿業を持ってしまっては、その役目はっとまり
ICくし、。
15. 家庭内の情緒的安定をはかるためには、主IC::妥が
心配りをしなければならない。
16 できれば、母親は乳児を保育所に預けてまで働か
ない方がよい。
17. 乳幼児を持つ母親がより多く働けるよう、保育所
の数と質をもっと向上させる必要がある。
18. 子供が幼い聞は、母親はなるべくいつもそばlζ居
て、子供に安心感をあたえてやる必要がある。
19. 子供IC何らかの心理的、身体的トラブルが起乙つ
た湯合には、主IC母親が問題解決IC取り組まなけ
ればならなし、。
20. 子供が思春期や受験などの危機をうまく乗り越え
るためには、母親はその時期は家にいて、子供の
状態をよく見守ってやる必要がある。
21. 母親が働きκ出てしまうと、伝統的に受け継がれ
てきた家庭の良さを次の世代に伝える ζとができ
なくなるので、好ましくなし、。
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22 男の子Kも女の子と同様K家事の手伝いをさせる
べきである。
23. 夫にはなるべく台所仕事などはさせたくなし、。
24 夫が家事、育児K積極的に参加する乙とは、子供
に良い影響を与える。
25. 夫婦関係は夫唱婦随が良いと思う。
26. 離婚は世間体が惑い。
容される程度を 5段階に分けて問う18項Uを設け(表
3) .その回答を得点化した。その結果. これらの傾
岐において男性lζ許容される度合いの得点、の総杭!と，
女性に許容される度合いの得点の総和の差を.そのケー
スの二重基準得点とした。
3.伝統的「男らしさJi友らしさjの指綴
従来男性iζ鎮ましいと考えられてきた性役実IJ(伝統
的男性性)10項目と，女性に望ましいと身えられてき
た性役割(伝統的女性性)10項目とを表1<:し(表4).
対象1<:男性にと って'?lましいと思うもの，女性にとっ
て望ましいと思うものそれぞれ'(0印を記入してもらっ
た。 ζの伝統的男性性及び女性性の指標化にあたって
は，伊藤総子著「性役割の評価K関する研究J9~用
いられている操作概念に当調査の目的に合致するよう
少し手を加え.b.・性:役割l規範について行ったのと同様
の予備調査を行った。本調査の調査項目はその予備調
査の結果をふまえて作成されたものである。スクリ ー
ニングの結果決定された20項目について.'1性又は女
性のいづれか一方にのみ鰻ましいとしている場合を l
点とし，その合計をそのケースの二重基準得点とした。
例えばある対象者が「たくましし、」は「男性にのみ望ま
しいJとして男性欄iζO印を記入し.一方「かわいい」
表3 性モラノレの二重基準の指標
1 男性がl結婚前に結婚と関係のない性体験を持つ
2. 女性がl乙と。
3. 男性がl
ト金銭で性関係を買う ζと。
女性がl
男性がl
〉婚約者と婚前交渉をもっ乙と。
6. 女性が1
7. 9.:性体験の豊富な男性
8 男性体験の鐙宮な女性
9. ，9j性が l積極的iζ愛を告白したり求愛したりする
10 火性がI乙と。
男性がIJ婚外交渉をもっ(浮気する)乙と。
12. 女性かl
安が 1~~~._ '.'__' _= . ~_ I 夫 l〉病弱など何らかの事情で{刊 トの性的欲求犬が 1""，-' - -. ， -" -， .， -1 :妥!
が満たされ同合 {;}が他で充足耕μ
l;: f )mたれた {~}が再婚する ζ と。
l男性l高年齢の ~ ~.:: >の恋愛や結婚(生活上、財産上l女性l
の問題はないと仮定して)
は「女性にのみ望ましい」として女性側にO印を記入し
た湯合，乙の2項目に関する得点は2点という乙とにな
る。乙れらの項目κよって測定しようとしている実態
は，対象者が「男らしさJi女らしさ」についてどの
程度固定観念を持っているかということである。
4.不安と生活満足度の指標
対象者の年代や就労状況と規範怠識において影響を
受けている適J日犬況を測定するために.i不安」と「生
表4 役割期待としての I男らしさ、次らしさJの指標
性格 ・特性
男性iζ 女性，<:
性格・特性 男性IC
よと性iζ
望ましい 望ましい 望ましい ~ましい
やさしい 索直な
たくましい 行動力のある
かわいい 愛矯のある
大胆な 自己主張のある
デリカシーがある 謙虚な
指導力がある 窓芝、の強い
従順な 控え目な
頼り甲斐がある 知識の~lJな
献身的な 色気のある(セクシー)
信念を持った 決断力のある。
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活満足度」を調べる項目を設けた。不安については空
虚感，ストレス』ζよるイライラ，漠然たる不安，家族関
係に関する不安.老後に関する不安などについて 6項
目を設け，その不安の程度を4段階K分けた選択肢と，
更に「わからなb、Jの選択肢を加えて，いづれかを選
択する形で回答してもらった。生活満足度の測定方法
としては，結婚満足度を問う 7項目と，社会の一員と
して.個人として，それに現在までの生き方全般につ
いての満足度を問う 3項目，計10項目を設け，対象者
には満足から不満足に亘る5段階で回答してもらった。
4.規範意識と行動との関わりをみる分析手続
規範は社会成員の行動の準拠枠として作動するもので
あるから， ζ 乙でとり上げた社会の二分法的性別役割分
構造を支える規範群のうちのいづれかが現代女性の怠識
の中で伝統的なままに残っていれば.それは女性の行動
を規制し，従来の社会構造を維持する働きをすることに
なる。
乙の研究では女性の規範意識と行動との関わりをみる
ために，対象の年代"&ぴ就労状況を説明変数とし，伝統
的女性役割規範に対する態度.性モラルの二軍基準の有
無及びそのfjJ支，伝統的「男らしさJr女らしさJIC対す
る態度.の3アイテムを被説明変数とするととによって，
女性の規範意識の歴史的変化を跡づけると共IC，規範の
3類型に対する態度が女性の行動に与える影響を分析す
る乙ととした。更に対象の適応状況をみるために，前記
説明変数と被説明変数との関わりと，不安，満足度との
関係も分析する乙ととした。
説明変数としてとり上げた 「就労状況Jについては，
対象を，フルタイム就労者， パートタイム就労者.在宅
就労者，無職の 4カテゴリ ーに分頬した。その際6年以
上フ Jレタイム就労を経験した者(昭和58年現在女性の平
均勤続年数は6.3年であるので，それを基準とした。)は
フルタイム就労者のカテゴリ -K加えた。
「伝統的女性役割規範に対する態度Jについては，26 
項目の設聞に対する回答から，対象者の態度を伝統的，
革新的，そのどちらとも言えないの3つのカテゴリーに
分類した。その分類基準は下記の通りである。
。伝統的:従来の二分法的性別役割分業を支持し，姿の
内!ltJ者としての役害1].母の養育者としての役割を重視
するが放に，原則として主婦が正規の職業に就くのは
好ましくないとする立場。
。革新的 -二分法的性別役割分業を否定し，女性も仕事
を持つのが望ましいとする立場。但し26項目のうち他
の項目に関しては全て革新的立湯をとりながら， r子
供が乳児の聞は退職して子供の傍に居てやるのが望ま
( 6 ) 
しいJと考える者は乙の革新的のカテゴリ ーに加えた。
乙の育児期退職を支持する立場の者を革新的とカテゴ
ライズするかどうかについては議論の分かれる事も考
えられるが，当調査ではとの項目K関する支持は圧倒
的であり〈全対象者の66%)，否定する者は 5%ICも
満たないので，育児期退職支持でも他の項目に関して
革新的なものはとのカテゴリーに加えた。
。中間:伝統的とも革新的とも認定し難いグループで，
乙れには二つのタイプが含まれている。即ち，伝統的
規範Iζ対しでも草.新的規範に対しでも同調性が低いタ
イプと.革新的規範iζ対して可成り同調してい江がら，
一方では伝統的規範にも可成り縛られているという，
謂わば~緩型とも云うべき タイプである。
「性モラルの二重基準に対する態度jについては指標
化の項で述べた手続きに従って，対象の f性モラノレの二
重基準IC対する同調度jを得点化した。得点分布の理論値
は一72から+72であるが，実際Kj!}られた得点分布はー
7から+15であり，最頻値は0，平均値は1.878であ勺
た。ー 7からーlまで‘は一般的な男性中心の二重基準
ではなく女性中心の性モラ ノレの二重基準を持っている
乙とを表わし，0'立性モラルの二重基準を態度として
持っていない乙とを表わし，+ 1以上は伝統的な，男
性中心の二軍基準を待っている乙とを表わす。得点ー
7から一lまでは二重基準はあっても伝統的なものでは
ないので， 0と合せて伝統的二重基準な しとカテコー ライ
10 } ズし，乙のグループを革新的 在位置づけた。また得点
1から 3までは少し二重基準を持っているグループであ
り.中間と位置づけた。(得点の平均値1.878と中間値
0.857から，平均値:t1を中間的クソレープとした。)得点
4以上15までは明らかに二重基筆を持っているグループ
であり ，伝統的と位鐙づけた。
役割l期待としての伝統的 rr男らしさJr女らしさJ
に対する態度に』については，指標化の項で述べた通り，
ある特性について男性のみあるいは女性のみに期待する
湯合を l点として，各ケースの得点の総和をその二重基
準得点とした。得点分布の理論値は Oから20であり，実
際の調査結果も理論値と同じ分布であった。 最頻値'i1 
であり，平均値は7.552，中間値は7.296であったので，
中間グループを得点4から1'までと決め(平均値，中間
値を中心として)，得点Oから4までを二重基準があま
り無く， r男らしさJr女らしさJについて国定観念を
持たない革新的態度と した。一方得点12から20までは，
f男らしさJr女らしさJについて固定観念を持って居
り，伝統的とした。
「不安J及び「満足度Jについては，今回の分析では
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既婚，独身， f供の有無にl対係なく全ての対象者K適用
"J1能な共il!iの指標によ勺て比較する必要があったために，
家族関係lζおける不安や満足を問う項uは除外して得点、
化した。従って満足度については， r社会の-i1として
の臼分にJr偶人としてのi':l分lζJ，そしてfJJlαまで
のj:き万全般にJの3項目についてのみ吋ねた乙とにな
り，乙れによ寸て対象省の生さ方と社会における位i月づ
けについての満足度を知る乙とができる。結~として，
不安は「まったく感じない」から「し、つも感じているJ
までの 4段階lζ，満足度は「満足」から「不満Jまでの
5段階IC分けられた。
IV.調査の結果及び考察
1 就労状況及び就労志向
年代別lζみた就労状況は凶 lの示すj必りである。
20%台に「無駿Jが多いのは結婚，出産育児のためであり
(1i-4t'f.データより)，また70J-台以上lζフルタイム就労
???????
?
?????，??????? r'・290340
df ・15.5
slg~00159 
図 1 年代別就労状侃
(経験)省の比率がおいのは.サンフルの過、I~数を占め
る大学婦人協会のメンバーの特徴的な偏りを示している。
当調貸では対象者の就労志向を問う項円も設けたが，
就労状況}jIJにみた就労ぶ向.及び年代別にみた就労の実
情と志向のズレは図 2，図3の示す通りである。
就労状況
2 
% 就労志向
E27Jレタイム就労志向A) ~ 
匡ヨ在宅就労，乙向
|“l上 18)(刑4町1iJ1聡}目 .r' ~ ~ 1.5555 
df ~ 12 
slg = 0.0似悶図パートタイム就労志向 口専業主婦志向
図2 就労状況別にみた就労志向
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関フルタイム鉱労 自在官舵労
フルタイム就労忘JuJ 在宅枕労志向
日パートタ.f.l.U労 口鰻磁
ぜートタイム車t労忠向 噂喪主婦志向
図3 "1''.代別にみた就労状況と就労ぶ向
2.伝統的女性役割規範に対する態度
年代別にみた伝統的女性役割規範lζ対する同調度は図
4.0) ，Jミすi!!iりてある。 30%台以 上については，作代がt片
くなるにつれて伝統的規範を内i街化している対象の数が
多くな「ている。乙の鮮やかな変化はそのまま肢史的俄
移とみて芝:しっかえないであろう。 20%台では30J-fiに
くらべて革新的態度の省がや》少いが，伝統的態度の者
が居ない乙とをJ7えると.世IllJてよく云われるような.t'
年院の保守化.!ll~良とはとらえにく b、。問題怠識の項でも
~低い(州f!)) .r' = 542045 
日中 Wl dr ~ 10 
自 uiい(伝統即時 -0附
図4 年代)IJI1:みた「伝統的友性役割規範
IC対する同調度」
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園IIい(革新仰 が ・13.9859
日中 1:) df 吋
富山、(伝統が)) 剖 E・00298
図5 就労状況別にみた「伝統的女性役割l
規範への向調度」
触れた乙とであるが， 20%台は結婚前後のライフステー
ジ』とあるために，自分のアイデンティティをつきつめて
考える段階に述して届らず，自分の生き方IC関わる外在
規範についても卜分な吟味検討を加えることなしに内面
化している場合が可成り多い乙とが縫測される。つまり
彼友達の持っている規範意識は未だ不確定であり，中年
期のアイデンティティ ・クライシスを経た後Iζは大きく
'N ~ 17 x' ~ 2.9514 N-54 
df ~ 3 
sig ~ 0.3切2
N -78 x'・59021 N =65 
df・6
sig -0.4342 
~ 低い(革新聞 口中間
変化する可能性を残している。
就労状況別ICみた女性役割規範:窓識は図5の示す通り
である。女性役割l規範は他の2類塑にくらべて段も直後
的IC女性の就労行動に結びっくものであるから，就労し
ているグループIC革新的態度の者が多く，専業主婦にそ
れが少いのは予測された通りの調査結果である。在宅就
労者iζ革新的態度の者が多いのは，乙の調査対象グルー
プの特徴的偏りである。当調査対象者は表1でみる巡り
高学歴者が高い比率を占めているが(大学，大学院，旧
専門学校卒が合せて755ぢ)，在宅就労グループでも問機
の高学歴者が719彰を占め，その職種は自営業，塾経符，
自宅での学習指導，翻訳等が57%を占め，謂ゆる手内職
lζ類するものはほとんど含まれていなし、。労働報酬は高
い乙とが推測され，ために男女平等意識が強<，規範意
識も一般に進歩的であるものと考えられる。
就労状況と女性役割l規範窓識との関係を年代別に示し
たのが図6であるが，乙 乙では60才台以外は統計的IC有
意な相聞を得る乙とができなかった。 60才台においては
在宅就労者の63~彰が革新的態度を持っているという結m
x' = 72926 
df ・6
slg -0.2946 
x' = 14.1716 
df = 6 
sig = 0.0278 
N-66 
N g40 
言高い (伝統的)
x'・8.9062
df ・6
sig・0.1789
x' = 5.4224 
df -6 
Slg・0.4909
図6 年代別にみた就労状況と 「伝統的女性役割l規範に対する同調度Jとの関係
(8 ) 
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圏低い(革新的) x' 圃 36，8116
口E附(やや伝統的) df ・10
冒齢、{伝統的} 剖g・0蜘 l
図7 年代別iζみた rt，生モラ Jレの二重J正裕の持容度j
が出ている。以上のような知見が出てきた背肢には30代，
40代， 50代の中年期になると.彼らの規範.¥Ji僚が「就労」
と「年代」という説明変数の相菊!作用如何によ っては ，
統計的検定に耐え得るほどには必ずしも本新の方向lζ変
化して行かないことを示唆しているように思われる。 即
ち乙れらの年令屈になると「就業Jとれド令Jという説
明変数以外の変数が加わり，データでみる変数間の|知数
は似疑相関的意味が加わってきているように忠われる。
乙の考族は40.r台の個別的な事例研究からも涙づけるこ
とができる。
3目性モラルの二重基準に対する態度
年代別にみた性モラルの二重基準の許容度と，就労状
況別にみた性モラルのて罰法権の許容度{よ図7 図8の
示すi必りである。乙こでも20-}-台iζ二母娘準を持ってい
る者の比;~がおいととがUをひくが，その.f'~白としては
二つの湯合がJ7えられる。一つは若年，.;1の保守化傾向の
.&れとする解釈であり，他の一つはライフサイクルから
の解釈である。 筆者はrjijljlの湯合と同じ く後.(jの解釈に
組するおーである。即ち20..t台の交性の怠織の中では，社
会化の.i@f'Êでとり入れられた性モラルの二ru:~穫が未だ
厳しい吟味を加えられないま、存在しているが，妻i主の
多くが人生の途上で体験する織々な危機を終た後lζは，
彼交述が.fli{l:持っている性窓識には変化が起るnJ能性'が
あると)5'・えている。乙の 二ーつの解釈のいづれが妥当であ
るかは， 5"下ないし10"ドを経た後IζloJじt!t代を対象tζ再
度同機の調査を行ってみなければ断定することができな
い。問題の20-}-台を除外すれば， 30-}'台以上については
世代と性モラルの二重j正裕の許容度との!日]1ζ(;t明らかな
相関がみられる。また就労しているグループと専業主制
の問iζも明らかな差異が認められる。
就労状況と二重M準の汗容度との関係をif:代別にみた
( 9 ) 
E君臨、(革新聞 計 画 168即
日 中目1I(やや伝統的) df -6 
昌高い(伝統的} 剖g= 0，0100 
図8 就労状況別にみた「性モラルの
二i]!基準の井容度J
場合には， 40-}'台しか統計 上ーの相"刻をi!}る乙とができな
かった。(凶は:月1愛)その40-}'tiにおいては伝統的て.fr
M準を否定する必'の比ネが.就労しているグループでは
63-679杉(、v比]669彰)であったのに対し，無職グループ
では479ぢであ勺た。一方甚ーだしい -"Tf基準を汗裕する伝
統的態度の省の比ネは，就労・しているグループと無職ク
ループの問ではその差がー肘詳しし前者が5-896
(判塙.3't;)であるのに対し.後-tiでは4196であった。
40-'台といえば女性の家庭内役割期待も就労への意欲 11)
もJtrζ大きいグループと与えられるが.その時期iζ就労
する者としない省との聞にはi切らかに怠識のJ.~かある こ
とが乙の結!+!4ζ必れている。
4，役割期待としての 「男らしさJf女らしさ」に対す
る態度
"1'代別にみた伝統的な 「リJらしさJr tcらしさJIζ対
する態度は図9の示す通りであり，それと就労状況との
関係は図10の示す.it!iりである。 rリJらしさJf!;(らしさJ
lζついては， "1'.代が占くなる詑ステレオタイプが12J守し
ている様子がみられるが， 40-'台を続lζ世代が若くなる
~f止い(革新聞 x' = 46，81 
日中間〈やや伝統的) df s 10 
冒高いほ附) 吋 -0附
図9 if代別にみた役割l期待としての
r 93らしさ、友らしさJへの向調度
-428一 ネ|会福祉守:
園低い(革新聞 が=13.1037 
日 中間 (やや伝統的) dr = 6 
園高い (伝統的) 吋 -0.0414 
図10 就業状況別にみた役割l期待としての
r ~万らしさ、交らしさ J への向調度
』ζ従って，r 93らしさJr女らしさ」を社会的要閃ICよっ
て形成された性役割としてとらえ，それを見回そうとす
る傾向がある乙とが数字から読みとられる。特IC20.r台.
30%台の若年制においては60%以上の対象者が従来の
「男らしさJr女らしさ」の価他規範に対して否定的な
態度をとっている。
12 ) f男らしさH反らしさjについては，柏木恵子 (r苛
if期における性役割!の認知J1972)κよって.女性はそ
の依存構造の現れとも言うべき伝統的な「食らしさ」を
仁|分遠の社役割!として認めることには消傾的である反IW，
男性IC対しては行動力や知性の優位を認め，それらを期待
する，即ち汚年次チの性役割の認知]のし方は，自分i主の性
花関しては進少的でありながら.ヲi性iζ対しては依存的な.
いわば保守的な姿勢を保っているという矛盾がみられる
乙とが報告されている。
乙の報告lζ滋いて-0察を加えるならば，当調賓の結巣
』ζ表れた若年同60%余りは，男性にのみ従来の「男らし
さ」を期待するという依存的態度は持っていないととに
なり，女性の自立志向を，あるいは男性との問に従来と
は異った新たな関係を創り出して行乙うとするな欲を示
唆していると解釈する乙とが口I能である。
と乙ろで伝統的な「男らしさJr女らしさJの価値規
範に対して否定的な態度をとっている者の中には，だか
らと言って従来のものにとって代わる新しい 「男らしさJ
rT:らしさJの価値志向を表明していない者も居るが，
男女ともに「男らしさ J も r~らしさ J も共Ic{!!かに持
つのが望ましいとするアンドロジナス (androgynous)
な.fiI雌誌向を表明している者も数多く含まれていると思わ
れる。今回は伝繍守な価値規範を否定した後の動きは分析
の対象としていないので，アンドロジナスな価値志向をデ
ターー化していないカ主いづれにしろ20台，30台の対象者
連が，日本文化の中で伝統的iζ受け継がれてきた「男ら
しさJr-!;(らしさ」について，価他の転換を試みている
(10) 
ζ と，そしてそ ζ にはがrtこな価値の統合へ向けてのilJき
が司能性として含まれている乙とは舵かであろう。
r9JらしさJr女らしさJK対する態度を就労状況別
にみると ，フルタイム就労者と在宅就労者lζ革新的な態
度の対象者が多く，パートタイム就労者と専業主婦にお
いては伝統的な「男らしさJr女らしさ」の役割期待と
役割，忘向が可成り級強く生きて様子がぶれている。特に
ノfー 卜タイム就労者lζr1.lらしさJr友らしさJについ
ての問定観念が強く残っている事実は沌日すべき現象で
ある。パートタイム就労者は他の就労グループIC較べて
「女性役割i規範JIζ関しても「性モラルの二重基掌JIC 
関しでも伝統的傾向を示す者が多かったが，特lζ r'i)ら
しさJrぷらしさ」に閲してはそれが必しい。
現在の日本社会における友性のパートタイム就労を主
婦層の怠識の視点から位同づけると，就労志向を一応満
足させながらも従来の家庭内役割lζ甚だしく低触するζ
とがないのでJ仕事も家庭も」とねがう多くの主婦途によっ
て迎え容れられている就労形態と云う乙とができる。戦
湯においても男性と競い合う程「仕事」ゃ 「地位J獲得
へのコミットメントはなく.就労しながらも伝統的な
「女らしさJを保持したいとする志向を街やかされる程
のことは無い。従ってパー トタイム就労という就労形態
は.多くの女性iζ働く機会を与えながらも性別役割分業
構造を支える諸々の価値体系を根底から揺るがすには至っ
ていない乙とが，乙乙でも確認された乙とになる。
就労状1Jtと「男らしさJr女らしさJ(ζ対する態度と
の関係も各年代毎lζ分析を試みたが，乙乙では統計的に
街怠の相闘を得る乙とができなかった。その盟白として
は，結梁2のと乙ろでも指摘したように説明変数として
の「就労状況Jr年令」以外IC，他の変数が関与して.
年代毎の規範に対する態度に何らかの影響を与えている
ものと思われる。
5 . t主役割規範の三類型間相互の関係ー
「女性役割規範への同調度」と 「性モラルの二可lJ主税
の許容度」および「役割l期待としての『男らしさJr 9:
らしさ」への同調度」とのそれぞれの相互の関係をみる
と，そこには高い相関がみられる(泰は別愛するが二変数
づっ組み合せた場合.sig. 0.0∞0)。乙の結果と，乙れ
までみてきた調査結果とを考え併せると.性別役割分業
規範の三つの類型は，火性i主の意識の巾で同じ方向性を
持って， 相い伴いながら次第に伝統性を失いつつある乙
とが読みとれる。
乙れらの規範鮫型は， 二分法的性別役割分業構造を支
えてきた一つの規範体系を成しているものと考えられる
から.乙れらに対するf.J:性の態度のrmlζ相関が高いのは
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就労状況別にみた規範頼1tll1:::対する態度の比較
か表5であり，それを就労状況}JIJIζ示したものが図1で
ある。規範の 3~Jt~いづれに対しでも1f新的な態度を持っ
ている対象者は20~彰 (68ケース〉しかなく ， -}jどの規
範類型に対しでも伝統的な態度の対象者は5~ち未満 (15
???，， ?、
図1
当然予測された乙とであるが.しかし乙れらの規範群が
個人κよって内面化される段階では，それぞれのパーソ
ナリティ lζ応じて，変化ICt:sんだ縁組が宝される。
三つの規範矧型IC対する対象者の態度を比較したもの
-430一 社会福祉学
表5 規範類型別態度の比較
品目竺 低 い 中間 高い 5十(革新的 (伝統的
伝統的女性役割規範
121 159 55 335 
( 36~ぢ ( 48%) ( 16%) ( 100%) 
性モラルの二重基準
150 16 69 335 
( 45% ( 34%) ( 21 %) ( 100%) 
伝統的「男らしさ、女 16 143 76 335 
らしさ」の役割期待 ( 34% ( 43%) ( 23~的( 100%)1 
ケース)である。 13> 残りの75~ぢの女性は， ある規範類型
1::関しては革新的態度を持ちながらある規範1:関して
は伝統的な態度を持 っているとか，あるいは伝統的規
範にも革新的線範にも同調できない状態にあるわけで
ある。つまり.外在規範の三つのまn型に対応する女性連
大部分の態度は現在不安定なものであり ，三変数』ζ対す
る態度の聞にはuI成りのズレが存症している。乙のズレ
は後IC述べるように，交性の行動に複雑な影響を与え.
r.:i藤の原因となる可能性を含んて・いる。
三頬型IC対する態度を就労状況別tζ見た場合にもいく
つかのズレが指摘し得る。専業主婦の中にも革新的規範
~~識を持つ省がuI成り見受けられる反面，フルタイム就
労者のrrlCも旧来の規範lζ縛られている者が数多く存証
している。フルタイム就労'者が伝統的規範を内面化して
いる湯合には，自らiζ期待する役割行動の巾は広く，当
然ストレスやフラストレーションが惹き起される可能件.
は大きい。現.{[フノレタイム就労lζ従事しているよZ性は，
社会的経済的安ー肉に基く負但lζ加えて，上記のような心
思的負担lζも耐えているわけである。
図1にみられる中間層の対象にも次のような問題が含
まれている。例えば規範鮮のうちあるものに対しては革
新的な態度を持ちながらも，あるものlζ関しては伝統的
な態度で自らが縛られていて萄磁をき・たしている女性.
あるいは革新的規範にも伝統的規範にも十分に向調し切
れずに途惑っている者，乙のような中間層の対象者はど
の世代にも，どの獄芳状況の夕、ループKも見受けられる。
乙れは家庭と仕事の聞で揺れ動く現代交性の意識，即ち
従来の主婦役割とl;t実った新たな役割lを求め.そしてそ
れに伴なう新しい価値を棋索して掘れ動く現代女性の心
情を象徴的にぶしているものと考えられる。
乙のような心型状況は，規範の変容Kよるものとして
考えられる対象者の就労忘向を見ると一層明確になって
くる。 対象者335人のうち74%がフルタイム就労志向で
あり，最も伝統的態度を保持しているグループである専
(12) 
業主婦にあっても. その62~杉がフルタイム就労志向であ
り，パートタイム，家での仕事も合せると実に84%が何
らかの形で仕事を持ちたがっている乙とになる。(図2.
図3参照)
規範変容による影響として考えられる就労状況別にみ
た就労志向については.NHK放送文化調査研究所によ
る一般主婦対象の類似した謁封4)があるが，ほぼ同綴の
結果が報告されている。但し専業主婦については.NIl 
k調査では48%がフノレタイ ム就労志向であるのに対し，
本調査では前述の通り62%であるので，ζの調査の対象
者が平均的主婦より可成り就労IC対して意欲的である乙
とになる。
対象者の就労志向も考慮K入れながら.対象者の二分
法的性別役割分業K対する態度を全体的な流れとして観
た場合，最も保守的なグループである専業主婦の中にも
革新的な規範tζ同調する者が可成り見られるζと(規範
の二三煩型lζ対して革新的態度を持つ専業主射が平均して
31%)，専業主婦の62%がフルタイム就労を志向してい
る乙と ，就労という行動は革新的規範意識と結びつきや
すいこと • -}j宕年屈においてフルタイム就労志向が圧
倒的であるとと (20才台で回%.30%台で87~引などか
ら今後は女性の行動と規範意識とは相互に作用 し合いな
がら，徐々ではあるが伝統的な二分法的性別役割分業権
造を切り崩す方向に導いて行く であろう乙とが予測され
る。
乙の切り崩し現象がどの程度まで進行し，性別役割l分
業構造をどζまで変化させるかは，現段階では誰も予測
する乙とができない。性別lζ若く役割分業が出産を除い
ては全く無くなるのか，それとも従来とは異なった新た
な配分による新しい分業形態が創り出されて行くのか，
乙れは男性と女性が相互に作用し合いながら歴史の過程
の中で決定していくものとして考えられる。
6.不安と生活満足度
指標化及び分析手続きの項で述べた方法iζ従って，年
代と不安及び生活満足度，就労状況と不安及び生活満足
の関係の分析を試みたが.年代と生活満足度(図12参照)
以外には有効な相闘を得る乙とができなかった。閲121ζ
は30代と40代の生活満足度(対象者個人の生き方IC対す
る満足度)がやや低い乙とが表されており，乙の世代間
では家庭内役割!と個人としての生き方志向の問の葛藤を
抱える人達が相対的に多い乙とを示唆しているものと
読みとることができる。乙のように乙の図は各々のライ
フサイクルで生起する特徴で説明する方がより有効であ
るように恩われる。
本村他.性役割l規範 -431-
図 満足
園大体満足
口ιんなものだと旬、う
国 やや不満
田不満
.r'・3.1296
df・20
slg・0.0327
図12 年代別にみた生活満足度
V.要約及び今後の課題
家父長制及びそれと表裏一体をなす二分法的性別役割l
分業備造を支えてきた外在規範の三つの頬相，即ち伝統
的女性役書IJ規範，性モラルの二重基準，伝統的な 「兇ら
しさH女らしさ」の役割期待lζ対する女性の態度は年
代によって呉る乙と， 即ち伝統的性役割規範』ζ対する周
期交は，年代が高い程高く，年代が下るに従って低くなっ
ている乙とが砿必された。またとれら三つの規範類相lζ
対する態度は.9:.性の就労状況によっても異ること，即
ち伝統的性別役割規範(C対する同調度は専業主婦層にお
いて段も高く，フルタイム就労省のグループにおいて品
も低い乙とが磁認された。
乙れらの伝統的規範群は.従来は女性の不就労という
行為と結びついて性別役割分業情造を維持してきたが，
就労する女性の附加という行動而の変化IC!，ドなって規範
怠識にも変化が起りつつあり .行動と意識は相互にi.ili勤
しながら従来の性別役割分業機造を崩し始めている乙と
が調査結果によ勺て明らかになった。
しかし規範意識の伝統性が失われて行く 巾で， 三つの
規範額型のうち「男らしさJr女らしさJの役割期待に
ついては，その革新化の速度が最も遅い乙とが判明した。
つまり就労志向を持ち，交性の行動を束縛してきた諸々
の性別役割l分業規範を否定し，そして男女聞の性の不手
士事を否定する等の革新的な思:f!!、を持つ友性のゆにも.伝
統的な「男らしさJi女らしさ」をそれぞれの性の特質
として容認し， かつ期待する者が可成り含まれているわ
けである。
対象者の年代や就労状況と規範意識とによって適応状
況.IlIJち「不安」と「生活滞足度」を説明しようとし
たが，その試みは成功しなか っ た。そのJI~白としては，
説明変数の設定のし方に問題があったように思う。しか
(13) 
し「生活満足度」と年代の関係においては， 30代と40代
で満足度が低いとの結果が得られているので，他の変数
を導入し，分析水準を高める乙とによって中年期の危機
が析:-Hされる可能性が残されている。
今後の研究課題としては， ~t'tの中年期の問題を明ら
かにしていく乙と，及び「女らしさJの役割志向が交性
の就労志向やそれに蕊く行動K及ぼす影終を明らかにし
て行く乙と，の二つを考えている。
今回の分析結県からいくつかの手がかりが残された。
まず対象者達の規範窓識が示唆している， nJ能性として
のお磯の原因である。 対象者の意識ICみられる伝統的な
規範への同調と達成動機10占く志向が惹き起すお藤，ま
た規範の3類型iι対する態度の不一致が!点凶となって惹
き起されると考えられる葛藤などである。乙れらのお藤
で特徴づけられる「不安jや「満足度」を乙れまでの説
明変数IC新な説明変数を加える乙とによって分析する乙
ができれば，女性の家庭と職業をめぐるアイデンティの
形成を悶難にしている心理社会的なメカニズムに迫る乙
ができるであろう。
以上は才、ガ「ティブな材料からの後近であるが.ポジティ
プな側面からの緩近も与えられる。まだ繋flされたデー
タとして用意されてはいないが，対象者の r93らし さ」
「女らしさJ1ζ対する態度の中lζ，アンドロジナスな
価低忘向がみられる乙とを「結果とJ7察jの項で述べた。
乙のアンドロジナスな価値志向が中年期の危機の克服の
結!よ!として毛要な意味を持つ乙とが，いく人かの学者に
よって指嫡されている。 以下それについて簡単に述べた
い。 人生における30才台後半から40才台にかりでの時
期には.男性も女性もそれまで円分を縛ってきた役割lの
束縛IC疑問を飽き，一時アンデンティ ・クライシスIcJI(J
る乙と.そしてそ乙から懸命に再出発をはかろうとする
ととが.分析心開学者のカール ・ユング CCarlG.J-
15、
ung);人頬学者のニーナ及びジョージ ・オニ-)レ犬11
16 ) u、Jena& George O'Neil )'-:社会心開学者のダ
ニエル・レビンソン CDanielJ. L刊 nsonj7￥ー によ っ
て指摘されている。乙の危機は社会的役割あるいは家庭
的役例が一段落つく40..t前後に訪れ，男性.も京性もその
時期まで抑圧してきた女性的役割， あるいは男性的役割
への回婦を望むようiζなる。 乙の転換の危機においては.
個人の内部では従来保持して来た役割怠識と新たな役割l
への欲求の二極分化が起り，役割JQ;維がひき起されるが.
乙の葛藤を克服するためには個人は従来の性役割lから解
放されて，新たな役割lを見出し，それにコミットできる
ようにならなければならなし、。乙の転換の心理的過程に
ついては，用いる概念は異っているが，ユングもレピン
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ソンもオニール夫妻も悶織のととを述べ，その重要性を
強調している。 ユングは乙の一巡の心理的過程IC個性
18 ) 
化 (individuation) という概念を与えているが，この
個性化が進むと個人はより統合されて安定し，アンドロ
ジナスlζなると述べている。レピンソンも「男らしさと
19 ) 
女らしさの対決の克服とjf}統合J という表現を用いて
成熟への過程を述べているし，またオニール夫妻も役割l
規範や価値規範を越えて，主体的な価値統合IC成幼する
乙とが成熟への要件である乙とを強調している。
対象者の回答からアンドロジナスな価値志向をとり出
し，それを説明変数として就労状況との関係.更に不安や
満足度との関係を分析すれば興味深いデータが得られる
ものと考えるので，次の段階における課題のーっとした
し、。
もう一つの課題と考えている「女らしさjの役割志向
についてであるが.今回の分析結果から，伝統的な「男
らしさJr女らしさJIC対する対象者の態度が最も伝統
的な状態のままκある ζ とが確認された。乙の調査を手
がけるに当って筆者が政も関心を抱いたのは，女性の
「伝統的な女らしさへの執将」 と女性の不就労との結び
つきである。乙れは女性の深層における心PI1的メカニズ
ムICも関わることなので，今回の分析枠組では明らかに
する乙とができない。
「女らしさ」は女のチがむ会化されて行く過程で，どく
幼い頃から周到に植えつけられてfくものであるが，久-
らしくありたい，女性として魅力的でありたいと願うそ
の役将IJ認知が，しばしば火性の述成動機lζ大きなブレー
キをかける乙とがし、く人かの女性の学者によって指摘さ
れている。乙れについては「成功する乙とへの恐れ (fear
of success) Jとし寸統合、でマテ ナー ・ホナー (Matina
s. Horner)やジュディス ・バードヴィ yク (Judith
M. Bardwick)等によって報告され，それらを受けて
ジャーナリストのコレット・ダウリング(Colette 
Dowling)が著した 「シンデレラ ・コンプレックス」は
大きな反響をよんだ。
女性が達成動機に基く行動を起す時lζは， 二極類の不安
Iζ支配される。それは失敗するのではないかという不安
と成幼する乙とへの不安であり ，前者は男性にも共通の
ものであるが，後者は女性I[特有のものである。女性は
社会的に成功する乙とによって女性としての特質を.ひ
いては女性としての幸せを失うのではなし、かという不安
におびやかさる。日本のようIC男性においてさえ謙譲の
美徳が重んじられるような文化にあっては.女性の達成動
機は甚だしく抑圧されてきた。その筏j宰が今なお多くの女
性のうしろ君主を引いている乙とが今回の調査結集によっ
(14) 
て示唆された。
「友らしさJへの執着が惹き起す作用はしばしば当人
によって意識されないまま，意識レベルでの志向行動を
阻害する。乙の乙とはまさにユングの言うコンプレ yク
スの概念22)に該当するものであり.まさしくコンプレッ
クスという呼称は妥当なものと言える。筆者は自身の体
験に身近かな続念として， rしりとみコンプレックス」
という語を用いたい。
今回の分析には用いなかったが，調査2には「しり込
みする気持Jを体験した乙とがあるかどうかを尋ねる項
目を設け.215人からその体験が報告された。乙の「し
りとみする気持Jを変数としてとり上げ.それと 「女ら
しさ」の役割志向との関係，更に役割J~藤の有無をみる
ことができれば. r女らしさjの役割志向が女性の就労
志向iζ及ぼす影轡を浮び上らせる事が可能ではなb、かと
考えている。対象者の74%がフルタイム就労を志向して
いる現実を考慮に入れて，就労志向を持っている交性の
アイデンティティ形成を阻んでいると思われる「女らし
さ」の役割志向の作用を明らかにする乙とを試みたいと
考えている。
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Summary 
Now that more than half of married women are working as employees， the norms that have supported the social 
structure chracterized by the dichotomous division of sex-ro1e are considered to be changing. 
In this paper， the attitudes of Japanese women with high accademic career towards traditional sex~ole norms are 
examined in relation to their age and working situation. 
百ledata were obtained during June and July in 1986， from 335 women， aged 22 to 89. 75% of the subjects are 
∞llege or university graduates， orpostでgraduates.
Traditional sex-role norms are categorized into three types: 1) the norms which regu1ate women's behavior as to 
marriage， husband-也nd-wiferelation and mother's ro1e， etc.， 2) double standards of sex mora1， and 3) traditiona1 feminity 
and masculinity expected as sex-roles. 
Subjects' attitudes towards each type of norms mentioned above are classified as traditional， medium and progres-
sive in terms of the meaning. 
Our findings are as follows: 
1) Subjects' age and their attitudes towards sex-ro1e norms are close1y related. O¥lr statistica1 data show that older 
subjects have more traditional attitude towards sex-role norms， and as the generation descends，subjects' atitudes become 
les traditional. 
2) Subjects' working situation and their attitudes towards sex-role norms are closely related. Our statistical data 
show that subjects who hold job have more progressive attitude as compared with those who hold no job. 
lt can be speculated from our data and also from present social phenomenon of the increase of working women that 
the social norms which have supported the social structure with dichotomous division of sex-role are losing their con-
straining effect. 
(16) 
